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 １.貝類（１）

 ２．貝類（２）

貝類

イボキサゴ スガイ？ ウミニナ

イボニシ

レイシ

アカニシ

エゾタマガイ

ツメタガイ

シドロガイ

イボウミニナ

マガキイタヤガイ

アズマニシキガイ

ナミマガシワ？

ハイガイ

ナガニシ

テングニシ

ウラシマガイ
バイ

アラムシロ

サルボウ

シオフキ

バカガイ

ウバガイ
サビシラトリガイ

ムラサキガイ

イチョウシラトリガイ
キヌタアゲマキガイ

シオサザナミガイ科

カガミガイ

ヤマトシジミ

マテガイ
ミルクイ

アサリ
ハマグリ

オキシジミ オオノガイ

イタボガキ

イシガイ科
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 １.魚類（１）

 ２．魚類（２）

魚類（１）

メジロザメ科　椎骨

スズキ属　椎骨

スズキ属　擬鎖骨　Ｒ

スズキ属　方骨　Ｌスズキ属　角骨　Ｌ
スズキ属　歯骨　Ｒ

メナダ　涙骨 ボラ科　舌顎骨　Ｒ

ボラ科　主鰓蓋骨　Ｒ

ボラ科　椎骨
スズキ属　主上顎骨　Ｌ

エイ目　尾棘

トビエイ科　歯骨カスザメ属　椎骨

ネズミザメ科　椎骨

スズキ属　前上顎骨　Ｌ

スズキ　主鰓蓋骨　Ｌ

ブリ属　主上顎骨　Ｒ
ブリ属　前上顎骨　Ｒ ブリ属　方骨　Ｒ ブリ属　椎骨

コショウダイ属　主上顎骨　Ｒ
コショウダイ属
角骨　Ｌ

コショウダイ属　主鰓蓋骨　Ｒ
マダイ　前頭骨

マダイ　上後頭骨

マダイ亜科　主上顎骨　Ｒ

マダイ亜科　前上顎骨　Ｒ

マダイ亜科　歯骨　Ｌ

マダイ亜科　角骨　Ｒ

マダイ亜科　口蓋骨　Ｒ

マダイ亜科

第一血管間棘

クロダイ属　主上顎骨　Ｌへダイ　主上顎骨　Ｒ
へダイ　前上顎骨　Ｒ

クロダイ属

口蓋骨　Ｒ

へダイ　歯骨　Ｒ

クロダイ属　前上顎骨　Ｌ クロダイ属　歯骨　Ｒ

クロダイ属

角骨　Ｒ
マグロ類　椎骨 カナガシラ

前頭骨　Ｌ
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 １.魚類（３）

 ２．海生哺乳類

魚類（２）、海生哺乳類

クジラ類　環椎（棘突起）
クジラ類　椎骨

クジラ類　椎骨 クジラ類　椎骨

クジラ類　椎骨 クジラ類　椎骨 クジラ類　椎骨

クジラ類　椎骨

イルカ　後頭骨　後頭顆

イルカ　吻部

イルカ　椎骨

コチ科　主上顎骨　Ｒ コチ科　前上顎骨　Ｌ
コチ科　歯骨　Ｌ コチ科　角骨　Ｌ コチ科　方骨　Ｒ

コチ　前鰓蓋骨　Ｒ コチ科　第１椎骨

ヒラメ科　主上顎骨　Ｌ
ヒラメ科　前上顎骨　Ｌ

ヒラメ科　角骨　Ｒ

ヒラメ科　方骨　Ｒ

ヒラメ科　擬鎖骨　Ｌ

フグ科　前上顎骨　Ｌ

ヒラメ科　第１椎骨 ヒラメ科　椎骨

フグ科　歯骨　Ｒ

フグ科　方骨
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 山野貝塚出土の鳥類（ほぼ原寸）

1-4 上腕骨、6-9 尺骨、10-17 手根中手骨、18-20 大指基節骨、21-24 大腿骨、25-29 脛足根骨、30-32 足根中足骨。1 マガモ属、2 ビ

ロードキンクロ属、3 ハト科、4,8-9,23,28 ウ科、5,10,21,25 キジ科、6,11 ハクチョウ属、7,12-13,18,30 カモ亜科、14,19,31 アビ

科、15 アホウドリ科、16,32 フクロウ科、17 カラス科、20 ミズナギドリ科、22 カイツブリ科、24,29 ウミスズメ科、27 クイナ科。

4-5,9,28 は骨幹の粗い若鳥、23b は内腔に骨髄骨様組織が認められる。1,3-5,7,9,12-13,15,19-22,28-29,31 は左、他は右。

鳥類
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 １.小動物（１）

 ２．小動物（２）

小型哺乳類（１）

モグラ

上腕骨　Ｒ

モグラ　

下顎骨　Ｒ

ノウサギ　下顎骨　Ｒ

ノウサギ　

第２中足骨　

　　Ｌ

ムササビ　

下顎骨　Ｌ

ノウサギ　

踵骨　Ｒ

ノウサギ　

脛骨　Ｒ

ノウサギ　橈骨　Ｌ
ノウサギ　上腕骨　Ｒ

ノウサギ　

肩甲骨　Ｌ

ノウサギ　尺骨　Ｒ

ノウサギ　寛骨　Ｒ

ノウサギ　大腿骨　Ｌ

ノウサギ　

大腿骨　Ｒ

ノウサギ　

脛骨　Ｌ ノウサギ　

第３中足骨　

　　Ｒ

ノウサギ　

第４中足骨　

　　Ｒ

ムササビ　

下顎骨　Ｒ

ムササビ　

上顎骨　

　Ｒ

ムササビ　

上腕骨　

　Ｒ

ムササビ　

上腕骨　Ｒ

ムササビ　

大腿骨　Ｌ

キツネ

上顎骨　Ｌ
ネズミ

大腿骨　Ｒ

ネズミ

下顎骨　Ｒ

ムササビ

脛骨　Ｒ

ムササビ

脛骨　Ｌ

ムササビ　大腿骨　Ｌ

キツネ

下顎骨　Ｌ

キツネ　

脛骨　

Ｌ

キツネ　

第４中手骨　Ｒ

カワウソ　

橈骨　Ｒ

カワウソ　

上腕骨　Ｒ

イタチ　

橈骨　Ｒ

イタチ　

下顎骨　Ｌ
テン　

脛骨　Ｒ

テン　

尺骨　Ｒ

テン　下顎骨　Ｒ
キツネ　踵骨　Ｒ

ニホンザル　

上腕骨　Ｒ

ニホンザル　

上腕骨　Ｒ

ニホンザル　尺骨　Ｌ
ニホンザル　

大腿骨　Ｌ

ニホンザル　

脛骨　Ｒ

タヌキ　

上顎骨　Ｒ

タヌキ　

下顎骨　Ｌ
タヌキ　

下顎骨　Ｒ

タヌキ　

環椎 タヌキ　

軸椎

タヌキ　上腕骨　Ｒ

タヌキ　

橈骨　Ｌ

タヌキ　

尺骨　Ｌ

タヌキ　

橈骨　Ｌ

タヌキ　

寛骨　Ｒ
タヌキ　

脛骨　Ｒ

タヌキ　

脛骨　Ｒ

タヌキ　

踵骨　Ｌ

タヌキ　

距骨　Ｌ

タヌキ　

第３中手骨　Ｒ

タヌキ　

第３中手骨　Ｒ

タヌキ　

第５中足骨　

Ｒ

タヌキ　

第４中足骨　

Ｒ

タヌキ　

第２中足骨　

タヌキ　

第５中手骨　

Ｒ

タヌキ　

第４中手骨　

Ｒ

アナグマ　下顎骨　Ｌ アナグマ　下顎骨　Ｒ アナグマ　

上腕骨　Ｒ

アナグマ　

尺骨　Ｒ

アナグマ　

橈骨　Ｌ

アナグマ　

脛骨　Ｒ

アナグマ　

脛骨　Ｒ

アナグマ　

踵骨　Ｒ

アナグマ　

距骨　Ｒ
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 １.小動物（３）

 ２．イノシシ（１）

小型哺乳類（２）、イノシシ（１）

イヌ　側頭骨　Ｒ

イヌ　

踵骨　Ｒ
イヌ　脛骨　Ｌ

イヌ　脛骨　Ｒ

イヌ　膝蓋骨　Ｒ

イヌ　大腿骨　Ｌ
イヌ　尺骨　Ｒ

イヌ　尺骨　Ｌ

イヌ　尺骨　Ｌ

イヌ　

橈骨　

Ｒ

イヌ　

橈骨　

Ｌ

イヌ　上腕骨　Ｒ
イヌ　上腕骨　Ｌ

イヌ　上腕骨　Ｌ

イヌ　肩甲骨　Ｒ

イヌ　胸椎　

イヌ　

頸椎

イヌ　下顎骨　Ｒ
イヌ　下顎骨　Ｌ

イヌ　上顎骨　Ｌ

上顎骨　Ｌ 上顎骨　Ｒ

上顎犬歯　Ｌ

下顎骨　Ｌ+Ｒ

下顎骨　Ｌ

下顎骨　Ｒ

環椎

環椎
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 １.イノシシ（２）

 ２．イノシシ（３）

イノシシ（２）

肩甲骨　Ｒ

上腕骨蓋位　Ｒ 上腕骨蓋位　Ｌ

第３中手骨　Ｌ 第４中手骨　Ｌ

尺骨　Ｒ

尺骨　Ｒ

寛骨臼　Ｒ 寛骨臼　Ｌ

腓骨　Ｌ

踵骨　Ｒ

大腿骨　Ｒ 脛骨　Ｌ
脛骨　Ｌ
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 １.シカ（１）

 ２．シカ（２）

シカ（１）

下顎骨　Ｌ

下顎骨　Ｌ
下顎骨　Ｒ

下顎骨　Ｒ

上顎骨　Ｒ上顎骨　Ｌ角（角座）焼　Ｒ

前頭骨（角座骨）　Ｒ

環椎

環椎+軸椎

肩甲骨　Ｒ

橈骨　Ｌ

橈骨　Ｌ

橈骨　Ｒ

橈骨　Ｒ 橈骨　Ｌ

尺骨　Ｌ

尺骨　Ｒ

尺骨　Ｌ

上腕骨　Ｒ

上腕骨　Ｌ

上腕骨　Ｌ

上腕骨　Ｌ

橈骨　Ｒ



図版29

 １.シカ（３）

 ２.シカ（４）

シカ（２）

寛骨臼　Ｌ+Ｒ

脛骨　Ｌ

脛骨　Ｌ大腿骨　Ｒ

中手骨　Ｌ

距骨　Ｒ

膝蓋骨　Ｒ

大腿骨　Ｌ 大腿骨　Ｌ

大腿骨　Ｌ

中手骨　Ｌ

中手骨　Ｒ

中足骨　Ｒ

角

中足骨　Ｌ
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所 在 地

コー ド

北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第１次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富字
あざ

山野

3,544 番１他
12229 SG110 35°25’46” 139°59′42″

19730510 ～

19730925
約500㎡

記録保存調

査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第２次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,545

番５他
12229 SG110 35°25’45” 139°59′39″

19921001 ～

19921030
200㎡

保存目的の

調査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第３次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,521

番２他
12229 SG110 35°26’01” 139°57′25″

20120118 ～

20120130

95.4㎡／

6,673㎡
保存目的の

調査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第４次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,516

番５他
12229 SG110 35°25’45” 139°59′39″

20120717 ～

20120730

30㎡／

1,685㎡
保存目的の

調査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第５次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,545

番 21 他
12229 SG110 35°25’47” 139°59′37″

20130128 ～

20130208

18.7㎡／

179㎡
保存目的の

調査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第６次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,550

番３他
12229 SG110 35°25’49” 139°59′40″

20140212 ～

20140221

36㎡／

1,666㎡
保存目的の

調査

山野
さ ん や

貝塚
かいづか

第７次調査

千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

飯富 3,516

番８他
12229 SG110 35°25’43” 139°59′39″

20141215 ～

20141225

14㎡／

1,553㎡

４㎡／

1,533㎡

保存目的の

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

山野貝塚
さ ん や か い づ か

第１～７次 貝塚 縄文時代

住居 13 軒、土坑

21 基、貝層、盛土

遺構（縄文時代）

縄文土器、縄文時代

土製品・石器・骨角

歯牙貝製品

馬蹄形を呈する貝塚が良好に残存している。動

物遺体が多量に出土し、魚類組成や海生哺乳類の

出土比率が高いことなどから、外湾的要素を有す

る貝塚であることがうかがえる。

要 約

東京湾東岸の内湾部に所在する貝塚を伴う集落で、馬蹄形に展開する貝塚が良好に残存している。

房総半島に現存する大型貝塚の中で最南部に位置しており、東京湾内湾東岸南部の貝塚の様相を理解する上

で必要不可欠な遺跡である。

貝塚は大きく東、西、北に分かれ、それらに囲まれた中央部分が窪み、貝塚の最頂部との高低差は 1.2ｍを測

る。貝塚の規模は東西 140ｍ、南北 110ｍを測る。遺構は堀之内１式～加曽利Ｂ式期の住居 13 軒と堀之内１式

～後期安行式期の土坑 21 基の他、北東側緩斜面で晩期のいわゆる盛土遺構が検出された。出土した土器は前期

前葉、中期前半、中期末葉～晩期中葉まであり、集落の継続期間は後期前葉～晩期中葉と考えられる。出土土

器の中には近畿地方や東北地方の土器が含まれ、また石器石材は広域からもたらされ、貝製品にオオツタノハ

やイモガイなどの南海産の貝類が利用されていることから、広範囲からモノがもたらされた拠点集落であると

いえる。動物遺体も大量に出土しており、特に魚類組成には外洋性のマダイや岩礁周辺に生息するコショウダイ

などを含み、イルカ・クジラ類が他の内湾部の遺跡と比べて多く出土していることから、外湾的要素を有する

貝塚であると考えられる。

報告書抄録
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